
都市計画道路 飯能所沢線
３－１工区 工事説明会

平成２８年９月２５日（日）

於：松が丘中央会館

埼玉県川越県土整備事務所

道路施設公園担当



３－１工区の
工事について



飯能所沢線 ３－１工区

東京都とのスクラム強化推進(街路)工事(3-1工区)

●工事内容 道路築造工事
延長 92.5m
幅員 25.0m
※工事現場に大型車が出入りします。

※低騒音・低振動タイプの重機を使用します。

●工事期間 平成28年10月～平成29年2月15日
作業時間 9:00 ～ 17:00
※日曜日、祝日、12月29日～1月3日の期間は工事を
行いません。

発注者：埼玉県（川越県土整備事務所道路施設公園担当）
受注者：初雁興業株式会社



道路の形状について

•縦断計画

• 横断計画

• 舗装組成

• 松が丘東交差点

• 市道5－132号線 横断箇所



飯能所沢線 ３－１工区 縦断計画

３－１工区範囲

松が丘東
交差点

市道5－132号線
横断箇所

市道5－132号線 横断箇所

【道路中心線の計画】
松が丘東交差点から市道横断箇所までは現状より低く、
市道横断箇所から北西側は現状より高くなります。

【市道5－132号線 横断箇所】
現況の市道は、計画高さよりも極めて低いため、
盛土をして、飯能所沢線の高さに合わせます。

【各宅地との境界部の高さ】
現在の道路用地の表面が平坦ではないため、中心線
と同じように、各宅地との境界部が上下するとは限り
ません。

新設道路に隣接している土地の方々には、境界部の
高さを現地に明示した後、個別にご説明に伺います。
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飯能所沢線 ３－１工区 横断計画

歩道 歩道車道 ２車線 車道 ２車線

宅地と道路の高低差が大きい箇所は、擁壁を設置して支えます。

側溝 側溝
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飯能所沢線 ３－１工区 舗装組成

今回施工範囲

開通直前に施工

将来交通量に対応した舗装組成を採用
しています。

今回の工事では、最上部の表層は施工
せず、基層までを施工します。
全線開通時に表層を施工します。

表層は、交差点部を除き、騒音を抑える
効果が期待できる『排水性舗装』を採用し
ます。
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松が丘東交差点



松が丘東交差点

調整池

緩衝緑地帯
・松が丘東交差点は、平面交差点になります。
３－１工区の工事では、交差点内の工事は行いません。

・新設道路の南西部には、緩衝緑地帯が残ります。
（所沢市 公園課にて管理）

・交差点付近のため、全線開通時には、東京方面が
３車線、入間方面が２車線になります。

至 東京 【横 断 図】

歩道
3.5m

車道
２車線

車道
３車線

（交差点付近のため）

歩道
5m

緩衝緑地帯

（入間方面） （東京方面）
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市道5－132号線 交差部



市道5－132号線 交差部

【工事期間中】

工事開始とともに、赤い箇所は、車両・歩行者共に
通行できなくなります。

ご不便をおかけしますが、迂回していただきますよう、
ご協力をお願いいたします。

●の箇所に、通行止めをお知らせする看板を設置
します。

大型車両の出入口です。
誘導員を配置しますが、
ご通行の際は十分ご注意ください。

：迂回路



市道5－132号線 交差部（３－１工区 工事完了後）

南側が階段・スロープとなるため、
自動車は通行できなくなります。

歩行者、自転車は横断できます。

歩行者・自転車の
横断は可

自動車は
進入不可

傾斜路で接続

階段・スロープで接続

歩道

車道

スロープ
階段

南側拡大図 （設計）



市道5－132号線 交差部（東京都まで開通時）

東京方面の車線に接続します。
歩行者・自転車等は歩道に出られますが、
横断はできません。

【北 側】

至 東京

階段・スロープの接続のため、自動車では
通行できません。
歩行者・自転車等は歩道に出られますが、
横断はできません。

【南 側】

至 入間

歩行者、自転車
横断不可



道路周辺の

雨水排水について



雨水対策（１）
・埼玉県の道路設計基準に基づき、
１１０ミリ／時の降雨強度に対する
雨水排水設計としています。

・付近からの集水も見込んで、雨水
排水の設計をしています。



雨水対策（２）
・３工区から柳瀬川へは、４か所の流
末から、流れます。

・既存の水路が飯能所沢線を横断して
いる箇所は、道路の地下に横断管を
埋めて機能を維持します。



雨水対策（３）

•近年のゲリラ豪雨による道路冠水への対策として、試験的
に道路の地下に貯留浸透施設の設置を計画しています。
（３工区全体で７か所）

一時貯留し、徐々に地下に
浸透させる。

通常の雨量であれば、側溝を
流れていきます。
流入口を越えた雨水が、地下
貯留施設に流れ込みます。

側 溝

流入口

【地下への流入イメージ】



大型工事車両の

運転経路について



大型車通行路と通学路の関係

工事現場

松が丘西

荒幡
北久米

大六天

金山町

岩崎

・工事用車両は、経路の全区間に
おいて、法定速度の遵守、安全運
転を徹底します。

・岩崎～北久米間は、飯能所沢線
の工事に関係する大型車両のみ
通行可とします。（看板設置）

・通学時間帯は、歩行者が増加
することに鑑み、特に安全に留意
した運転を指導します。

・周辺の各学校には、工事着手前
に、ご説明に伺います。

【凡例】
：小学校通学路
：中学校通学路
：大型車両 経路
：要注意箇所



本工事に関連する

業務・工事について



①工事着手前の家屋等の調査
• 本工事による家屋やブロック塀等への影響を評価するため、
以下のお宅について、事前調査を行います。

• 調査業者がご挨拶に伺いますので、調査にご協力をお願い
いたします。

松が丘東
交差点



②歩道への給水管敷設工事（所沢市水道建設課 発注）

• 飯能所沢線の築造工事に合わせて、歩道に給水管を敷設する工事を、所沢市水道
建設課が行います。

• 工事車両の出入り、制限速度等は、３－１工区の工事に準拠します。

• お問い合わせは、所沢市役所 水道建設課にお願いいたします。

松が丘東
交差点

今回施工する範囲の両側の歩道に給水管が敷設されます。



施工方法の

説明について



施工全体フロー



地盤改良工事 施工フロー



施工方法（道路土工・地盤改良工事）

①掘削 ②固化剤散布 ③混合

④整地 ⑤締固め ⑥完了



施工範囲（地盤改良工事）

1.0
m

平面図

横断図

18.0m



①掘削 ②基礎工

④設置工 ④設置工 ⑤完了

敷モルタル

縁石ブロック

丁 張 り

基礎コンクリート

③設置工

施工方法（構造物設置工）



施工断面図（構造物設置工）



舗装工事 施工フロー



①路盤工 ②基層工 ③完了

ヘアークラックに注意し
て、早く転圧する 密度が出るよう

しっかり転圧する

細部・端部等も
しっかり転圧する

舗装厚さを確認する

施工方法(舗装工事)



施工範囲（舗装工事）



大型車を除く工事用車両通行経路

大型車を除く工事用車両（通勤車
両を含む４ｔ車まで）は、市道部を通
行します。

通行において、法定速度の遵守、
安全運転を徹底します。

通学時間帯は、特に安全に留意
した運転を行います。

施工箇所

現場事務所
材料置場スライド３７ 修正後

（通り抜けせず）



大型車を除く工事用車両通行経路

大型車を除く工事用車両（通勤車
両を含む４ｔ車まで）は、市道部を通
行します。

通行において、法定速度の遵守、
安全運転を徹底します。

通学時間帯は、特に安全に留意
した運転を行います。

施工箇所

現場事務所
材料置場スライド３７ 変更前

（９月２５日全体説明時）



大型車搬入予定台数

残土処理工（土砂）

路床改良工（改良材）

構造物工（生コンクリート）

下層路盤工（再生砕石）

上層路盤工（再生粒度調整砕石）

舗装工（アスファルト混合物）

・１６５台（９１０ｍ３）１０ｔダンプトラック（１日１０台×３回＝３０台 ６日間）

・２８台（２７２ｔ）１０ｔトラック

・１５台（６４ｍ３）コンクリートミキサー車（１日最大３台）

・６０台（３６０ｍ３） １０ｔダンプトラック（２日間で搬入）

・５０台（３００ｍ３） １０ｔダンプトラック（２日間で搬入）

・５４台（５４０ｔ） １０ｔダンプトラック（３日間で搬入）



工 程 表

※標準的な工期であり、天候、水道工事等の状況により、工期が伸びる可能性があります。



９月２日説明会の補足



東京都側 接続先について

飯能所沢線 ３工区 約950m
・事業認可済み
・用地買収、工事を進行

飯能所沢線 ４工区 約300m
・事業認可に向けた準備

東村山所沢線 約690m
・平成２３年度 都市計画決定
・第４次優先事業
平成３７年度までに事業化予定



所沢村山線

所沢高校

所沢中央
自動車学校

至 所沢駅

北久米交差点

駒形交差点

じゅうにん坂交差点

北久米～じゅうにん坂
・埼玉県が整備を担当
・用地取得を進めている。

じゅうにん坂～駒形
・所沢市が整備を担当
・西武線をアンダーパスで越える。
・用地測量を実施済み。
・事業化に向けて準備している。



４工区の進捗

• 一部用地取得済み。

• 事業化にあたっては、

３工区の整備の進行が

重要である。

• 接続について、東京都

と調整をしていく。

取得済用地



交通量の推計 推計の条件：平成３２年度の交通量を推計
東京都までつながり、４車線開通した場合

２工区
３０，２００台／日

暫定開通後の調査
１０，３３８台／日
（平成28年7月）

３工区、４工区
２２，０００台／日

暫定開通の予定なし


